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1．　 緒 　 言

　 フ ラ ッ ク ス 銅 バ
ソ キ ン グ 片 面 潜 弧 溶 接 に齢 い て

， 欠 陥 の な い 良好 な 裏 ビ ー ドを 形 成

す る た め に は ， 裏 フ ラ ッ ク ス の 組 成 を適 正 に す る だ け で は 不 充 分 で ，裏 フ ラ ッ ク ス 粒

子 表 面 に 溶 接熱 に よ っ て 溶 ma　， 硬 化 す る 硬 化 剤 を コ ー テ ィ ン グ す る 必 要 が あ る 。 こ の

硬 化 剤 の 具 備 す べ き特性 に つ い て 検 討 した 。

2． 実 験 結 果

（1） 融 　 点

　各 種 試 料 を フ ラ ソ ク ス に コ ー テ ィ ン グ し ，
コ

ー テ ッ ド サ ン ド融 点 測 定 器 で 融 点 を 測 定 した 。

ま た
’
フ ラ ッ ク ス を 充 分 な 厚 さ （約10rm ）銅 板 上

に 散 布 し片 面 潜 弧 溶 接 を行 っ た 。 融 点 と 裏 ビ ー

ド高 さ の 関 係 を 図 1 に 示 す 。 融 点 が 100 ℃ 前 後

の も の は ビ ー ド の 抑 え が 効 い て い た 。 しか し フ

ェ ノ ー
ル 樹 脂 以 外 の も の は ， ビ ー ド形 状 の 安 定

性 が 充 分 で な か っ た 。

・

（2）　熱 間 剪 断 強 度

　 鋳 物 砂 の 試 験 に 用 い られ る 熱 間 引 張 試 験 機 の

試料 ホ ル ダ ー
部 分 を 改 造 した 熱 間 剪 断 力 試 験 機

で ， 各 種 硬 化 剤 を コ
ー

テ ィ ン グ したけい 砂 の 剪 断

強 度 す な わ ち硬 化 剤 の 粘 結 力 を測 定 した 。融 点

が 低 温 ，中 温 ， 高温 の 代 表 例 に つ い て の 測 定 結

果 を 図 2 に 示 す 。
フ ェ ノ

ー
ル 樹脂 の 場 合 100 ℃

前 後 に 強 度 の ピ ー
ク が あ り ，

150 ℃ 以 上 で 再 び

強 度 が 増 加 す る 。 こ れ を 裏 フ ラ ッ ク ス に 適 用 し

た 場 合 ， 裏 ビ ー ド形 状 は安 定 して い る 。 裏 ビ ー

ド の 抑 え が 効 か ず か つ 不 安定 な ポ リ ビ ニ ー ル ブ

チ ラ ー ル は 全 温 度 域 で 強 度 が 低 い
。

デ キ ス ト リ

ン の 場 合 ，
ビ ー

ド形 状 は か な り安 定 して い る が

抑 え は 不 充 分 で ，通 常 の 溶 接 で は イ ボ 状 突 起 を

発 生 す る 。 こ れ は 高 温 域 の 強 度 は 高 い が 低 温 域

で の 粘 結 力 が 不 足 し て い る 。 ま た 図 3 に 示 す よ

うに フ ェ ノ
ー

ル 樹 脂 と ほ ぼ 同 程 度 の 融 点 （110

℃ ）を 示 す 果 糖 は ， 低 温 域 で の 粘 結 力が 低 く，ビ

ー ド形 状 は デ キ ス ト リ ン とほ ぼ 同程 度 で あ っ た 。

しか し両 者 を 混 合 す る と フ ェ ノ
ー

ル 樹 脂 と 同様
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な 強 度 パ タ ー ン を示 し ，裏 ビ ー
ドは 欠 陥 もな く全 く安 定 して い た 。

  　粘 　性

　 J ⊥ S ．K6760 に 規 定 さ れ て い る メ ル ト イ ン デ ク サ

一に よ っ て 昇 温 時 の 粘 性 を測 定 した 。
フ ェ ノ ー ル 樹 脂 ，

デ キ ス ト リ ン 十 果 糖 は 低 温 域 で
， あ る 程 度 の 粘 性 を保

持 して い る 。
こ れ が 両 者 の 低 温 域 で の 粘 結 力 を 支 え て

い る と考 え られ る 。 デ キ ス ト リ ン
， 果 糖 は 融 点 に お い

て ，あ る 程 度 の 粘 性 を 保 持 し て い る が ，そ れ よ り温 度

が 若 干 で も上 昇 す る と 粘 性 は 急 激 に 低 下 した 。

（4） 熱 分 析
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図 4 　硬 化 剤 の 粘 性．

フ ェ ノ
ー

ル 樹 脂 ， デ キ ス ト リ ン ，果 糖 に つ い て DSC 分 析 を 行 っ た 。
フ ェ ノ ー ル 樹 脂

は 60 ℃ で 溶 融 を 開 始 し ，
150 ℃ で

重 合 を 開 始 す る 。 デ キ ス ト リ ン は 80

℃ 〜 150 ℃ で 吸 着水 の 離脱 が 起 り ，

280 ℃ か らキ ャ ラ メ ル 化 が 起 る 。 果

糖 は 110 ℃ で 溶 融 し ， 170 ℃ か ら キ

ャ ラ メ ル 化 が 起 る 。 こ れ ら の 重 合 ，

キ ャ ラ メ ル 化 が 高 温 で の 粘 結 力 を 支

え て い る と考 え られ ，剪 断 強 度 測 定

結 果 と よ く一
致 し て い る 。

3． 考 　 察
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　 　 図 5 　 硬 化 剤 の 熱 分 析 結 果

　 ポ リ ビ ニ ー
ル ブ チ ラ ー

ル の よ うに 低 温 で 溶 融 して も ，低 温 か ら高温 域 ま で 粘 結 力 を

発揮 しな い も の は ，硬 化 剤 と し て は 有 効 で な い
。 ま た デ キ ス ト リ ン の よ う に ，融 点 が

高 く高 温 に お い て は 粘 結 力 を 発 揮 す る が 低 温 域 で 粘 結 力 を発 揮 し な い 物 質 も硬 化 剤 と

して は 適 当 で な い 。 こ の こ とは 裏 フ ラ ッ ク ス が ア
ー

ク に さ らさ れ る 以 前 の 低 温 状 態 の

時 点 で フ ラ ッ ク ス 粒 子 同 志 を 粘 結 し ，
ア ー

ク カ な どに よ る 7 ラ ッ ク ス 粒 子 の 移 動 を 阻

止 し ，裏 フ ラ ッ ク ス の モ ー ル ド効 果 を充 分 な ら し め る こ と が 硬 化 剤 の 具 備 す べ き機能

で あ る と考 え られ る 。

一 方 高 温 域 に お ける 粘結 力が 必 要 で あ る か ど うか に つ い て は ，

低 温 域 で 粘 結 力 を も ち高温 域 で は そ れ を もた な い 物 質 を見 出 し得 な か っ た の で 断 言 で

き な い が ，デ キ ス ト リ ン と ポ リ ビ ニ
ー

ル ブ チ ラ
ー

ル の 場 合 とで ビ ー
ドの 安 定性 に 差 が

あ る こ とか ら考 え て ，高温 域 の 粘結 力 もあ る 程 度 硬 化 剤 の 働 き に 寄 与 して い る と考 え

られ ， 低 ．温 に 知 い て 生 じ た 粘結 力 が ，
ア ー ク に よ っ て 溶 解 さ れ る 直前 ま で 持 続 し て い

る こ と が 必 要 で あ る と考 え られ る 。
こ の よ うに ，硬 化 剤 は 比 較 的 低 温 で 溶 融 し ， しか

も あ る 程 度 の 粘 性 を 有 し粘 結 力 を 発 揮 し ， 高 温 域 で は 粘 性 の 低 下 を カ バ ーす る 重 合 ま

た は キ ャ ラ メ ル 化 が 起 り ，そ の 粘 結 力 ま た は 固 結力 を持 続 す る 特 性 が 必 要 で あ る と考

え られ る 。

4． 結 　 言

　片 面 潜 弧 溶 接 用 裏 フ ラ ッ ク ス の 硬 化 剤 に 必 要 な 特 性 を把 握 で き た 。 ま た 各 々 単 体 で

は 不 充 分 で あ っ て も混 合 す る こ とに よ っ て そ の よ う な 特 性 を発 揮 せ しめ る こ とが で き

る こ と を 見 出 した 。
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